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常磐線佐貫駅周辺地域整備基本構想策定の検討状況について

　

当
市
に
お
い
て
は
、
都
心
部
か
ら
約
45
㎞
・

時
間
距
離
60
分
以
内
と
い
う
立
地
と
、
豊
か

な
自
然
環
境
・
歴
史
や
文
化
を
有
す
る
地
域

特
性
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
市
内
外
の
交
流

の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
常
磐
線
佐
貫
駅

周
辺
地
域
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
（
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
を
描
く
た
め
、
当
該
地
域

の
地
域
特
性
や
期
待
さ
れ
る
役
割
・
機
能
を

整
理
し
た
上
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
目
標
・
基
本
戦
略
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
ゾ
ー
ン
別
の
整
備
方
針
を
定
め
て
い
き

ま
す
。

■1
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

　

市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う

な
視
点
か
ら
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◦
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
利
便
性
を
活
か
し
、
駅
周
辺

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

◦
開
発
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
一
方
、
市
内

４
市
街
地
の
拡
散
防
止
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
っ
て
い
く

　

市
で
は
昨
年
９
月
か
ら
、
佐
貫
駅
周
辺
地
域
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
）
を
描
く
「
常
磐
線
佐
貫
駅
周
辺
地
域
整
備
基
本
構
想
」
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
佐
貫
・
龍
ケ
崎
と
い
っ
た
名
前
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
を
図
っ
て
い
く

◦
東
京
都
心
に
近
い
自
然
湖
沼
で
あ
る
牛
久
沼

が
佐
貫
駅
徒
歩
圏
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
活

用
を
図
っ
て
い
く

■2
佐
貫
駅
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
方
向
性

■1
対
象
地
域
全
体
の
特
性

　

期
待
さ
れ
る
役
割
・
機
能
の
検
討
を
行
う

た
め
、
対
象
地
域
全
体
の
特
性
を
整
理
し
ま

し
た
。

◦
市
唯
一
の
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
駅
を
有
す
る
地
域

◦
市
街
地
の
大
き
さ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、

都
市
施
設
や
商
業
施
設
の
集
積
に
乏
し
い

◦
駅
近
傍
に
未
利
用
地
が
多
く
存
在
し
て
い
る

◦
国
道
６
号
と
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
南
北
に
縦
断
し
、

東
西
で
市
街
地
が
分
断
さ
れ
て
い
る

◦
藤
代
バ
イ
パ
ス
の
供
用
に
よ
り
、
佐
貫
駅
近

郊
部
を
通
過
せ
ず
、
国
道
６
号
を
往
来
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
地
域
の
求
心
性

が
低
下
傾
向
に
あ
る 

■2
対
象
地
域
全
体
の
課
題

　

対
象
地
域
全
体
の
特
性
を
踏
ま
え
、
課
題

を
次
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。

　

市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
に
ぎ

わ
い
と
魅
力
の
あ
る
都
市
拠
点
の
形

成
、
東
西
市
街
地
の
連
絡
性
確
保
な
ど

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
強
化
、
商
業
・
業

務
・
情
報
な
ど
の
都
市
機
能
の
集
積
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

基
本
構
想
想
定
の
背
景
や
目
的

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
・

方
向
性
の
検
討

佐
貫
駅
周
辺
地
域
に
期
待

さ
れ
る
役
割
・
機
能
に
つ
い
て
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■3
地
区
の
区
分

　

対
象
地
域
を
地
形
や
用
途
地
域
な
ど
の
特

性
に
よ
り
、
次
の
５
つ
の
地
区
に
区
分
し
ま

し
た
。

①
佐
貫
駅
東
地
区　

②
佐
貫
駅
西
地
区

③
若
柴
台
の
下
・
停
車
場
線
地
区

④
若
柴
宿
地
区　

⑤
牛
久
沼
南
水
辺
地
区

■4
地
区
ご
と
の
特
性
・
課
題

①
佐
貫
駅
東
地
区

◦
施
設
・
住
居
集
積
が
乏
し
く
、
に
ぎ
わ
い

が
不
足

◦
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
混
雑
が
激

し
い

ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
変
と
機
能
向
上
、
ま
ち

づ
く
り
・
文
化
財
団
の
土
地
活
用
な
ど
に

よ
る
活
性
化
が
課
題

②
佐
貫
駅
西
地
区

◦
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
が
空
洞
化
、
閑
散
と
し

た
雰
囲
気

◦
駅
東
側
お
よ
び
牛
久
沼
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
よ
く
な
い

ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
変
と
機
能
向
上
、
駅
東

側
お
よ
び
牛
久
沼
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
性

向
上
が
課
題

③
若
柴
台
の
下
・
停
車
場
線
地
区

◦
農
地
・
未
利
用
地
が
広
が
る

◦
駅
周
辺
地
域
の
中
で
も
最
も
活
用
の
可
能

性
が
高
い

未
利
用
地
の
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
策

の
検
討
が
課
題

④
若
柴
宿
地
区

◦
旧
来
か
ら
の
住
宅
地
、
台
地
・
低
地
の
境

の
斜
面
林
か
ら
な
る

◦
歴
史
的
な
景
観
が
多
く
残
る

坂
や
神
社
仏
閣
な
ど
の
歴
史
的
景
観
の
保

全
と
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
が

課
題

⑤
牛
久
沼
南
水
辺
地
区

◦
牛
久
沼
を
望
む
自
然
豊
か
な
水
辺
地
域

◦
国
道
６
号
と
沼
に
挟
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
、

他
か
ら
隔
離
さ
れ
た
閉
鎖
的
環
境

地
区
内
お
よ
び
駅
か
ら
の
徒
歩
ル
ー
ト
な

ど
の
確
保
、
水
辺
空
間
の
活
性
化
が
課
題

■5
期
待
さ
れ
る
役
割
・
機
能

　

現
段
階
で
の
対
象
地
域
に
期
待
さ
れ
る
役

割
・
機
能
（
案
）
と
し
て
、
次
の
と
お
り
整

理
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果
を
反
映
し
、
期
待
さ

れ
る
役
割
・
機
能
を
確
定
さ
せ
て
い
く
予
定

で
す
。

役
割
・
機
能
１
（
案
）

▪
に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し
て
の
商
業
・
公
共
機

能
の
強
化

▪
駅
前
シ
ン
ボ
ル
空
間
整
備
に
よ
る
地
域
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

▪
利
用
者
活
動
を
促
す
ま
ち
の
回
遊
性
機
能

の
向
上

役
割
・
機
能
２
（
案
）

▪
自
然
環
境
を
活
か
し
た
住
民
の
憩
い
空
間

の
創
出

▪
広
域
交
通
と
自
然
資
源
に
よ
る
観
光
拠
点

機
能
の
強
化
と
交
流
人
口
の
増
加

役
割
・
機
能
３
（
案
）

▪
交
通
結
節
点
機
能
の
強
化

▪
安
心
安
全
の
住
環
境
の
実
現

■1
基
本
構
想
策
定
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

本
年
７
月
を
目
途
に
基
本
構
想
を
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。

　

既
存
の
上
位
計
画
や
、
前
提
条
件
の
調
査

を
踏
ま
え
、対
象
地
域
に
期
待
さ
れ
る
役
割
・

機
能
を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

　

対
象
地
域
に
期
待
さ
れ
る
役
割
・
機
能
を

踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
目

標
お
よ
び
基
本
戦
略
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
目
標
お
よ

び
基
本
戦
略
を
基
に
、
エ
リ
ア
内
に
お
け
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
具
体
的
に
推
進
し
て

い
く
事
業
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

（
５
月
頃
を
予
定
）。

　

各
種
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
す
。

■2
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
目
標
お

よ
び
基
本
戦
略
（
現
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
）

■1
テ
ー
マ

◦
佐
貫
駅
周
辺
地
域
整
備
に
係
る
ま
ち
づ
く

り
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
目
標
・
基
本
戦
略
に

つ
い
て

◦
そ
の
他
自
由
意
見

■2
提
出
方
法

　

任
意
の
様
式
に
ご
意
見
・
ご
提
案
の
他
、

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

３
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
企
画
課
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
可
。
営
利
を
目
的
と

す
る
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
。

 
 

 

 

 

   

基
本
的
な
方
向
性
１

市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
に
ぎ
わ
い
の
創
出

基
本
的
な
方
向
性
２

水
辺
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
自
然
・
景
観
資

源
を
活
用
し
た
交
流
空
間
の
創
造

基
本
的
な
方
向
性
３

広
域
交
通
を
活
か
し
た
土
地
利
用
の
高
度
化

と
利
便
性
の
高
い
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

今
後
の
策
定
の
進
め
方

基
本
構
想
素
案
作
成
に
係
る

意
見
募
集

※あくまでイメージ
です。今後の検討の中
で設定していきます

【コンセプト】市民の誇るまち龍ケ崎の顔づくり
～にぎわい・自然・暮らしで創造する交流の玄関口～

【まちづくりの目標】
Ⅰ．市の玄関口
に ふ さ わ し い
賑わいの創出

Ⅱ．水辺を中心とした
豊かな自然・景観資源を
活用した交流空間の創造

Ⅲ．広域交通を活か
した土地利用の高度
化と利便性の高い豊
かな暮らしの実現

【基本戦略Ⅰ】
◦にぎわい拠点としての商

業・公共機能の強化
◦駅前シンボル空間整備によ

る地域のブランディング
◦利用者活動を促すまちの

回遊性機能の向上

【基本戦略Ⅱ】
◦自然環境を活かし

た住民の憩い空間
の創出

◦広域交通と自然資
源による観光拠点
機能の強化と交流
人口の増加

【基本戦略Ⅲ】
◦交通結節点

機能の強化
◦安心安全の住

環境の実現


